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なぜ教室に入りたくないNo.70

義髙 亙

三年間 通級担当として努めたことは通級に

至る原因を見つけ改善することでした。

これは今までの特別支援教育に共通するもので

す。勉強がわかれば教室で上手くいくというも

のではありません。

通級はLD/ADHD等のための教室でした。

そして学校に来れない、教室に入れない等の不

登校の子供も少なくありませんでした。なぜ教

室に入れないのか。文科省で集計しているデー

タを基にまとめたものです。

不登校の原因の６０％が本人に係わる事が原因

で、２０％が家庭に係わる事が原因である、とな

っています。

私は教室外登校をしている子供たちから、朝起

きれない、眠い、教室に入ると不快になる、等の

話を聞いていました。

信用のおける外の資料と照らし合わせたいと考

えていたところ、日本財団で中学生の不登校に

ついて本格的に収集し公開されたデータに行き

つきました。それらこれらになります。

文科省では３．１％いるとされた不登校の中学

生は、教室外登校などを合わせると四倍以上の

１３．３％に上る、というデータでした。

日本財団の収集したデータと私の記録と一致す

る部分が多かったです。

不登校の原因として、朝起きられない、学校に

行こうとすると気分が悪くなる、眠い、という原

因は、私が聞き取ってきた原因と一致します。

２０１７年の東北特別支援研究会で発表者とな

った時、講師で来ていただいた、著名な精神医

学者杉山先生から指導をいただきました。その

中でこれらの反応はストレス反応の可能性があ

るとの指摘を受けていました。それを証明する
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幸せホルモン物質の測定をした東邦大学医療セ

ンター臨床検査部の報告を引用いたします。

ストレス反応は、図の通りになっていると考えら

れました。教室に入ろうとすると不調になる、と

言っている子どもたちの行動がストレス反応だ

とすると、それは何のストレスでしょうか。探っ

ていきました。幸い学習するたびに八種類の項

目データを取っていましたので、ストレスと考え

られるものを分析してみました。

ある日通級に通う二年生男子が学校を渋った

り、放課後部活動に出れなくなった日があり、保

護者と相談した際の資料です。その日は運動会

の４日前中体連新人戦の１１日前、運動会練習

などで変更が多く、見通しが立たない日でした。

その事から日々とっているスコアからスコアが

落ち込んだ日に何があったか調べました。

記録の落ちた日と行事で多忙な日が一致しまし

た。行事等がない日はスコアが上がっていま

す。イメージ図にするとこのような形です。

当時部活動顧問は私でしたので、保護者と相談

し、部活動を休部することにしました。

その後学年でも配慮があり、不登校にまで至ら

ず卒業し高校進学しました。

他に行事とともに同じ傾向を示した子供が３名

いました。不登校の傾向が出た子供９名中４名

でした。

行事や授業以外の活動は、子どもや教師にどの

ようなストレスを与えているのでしょうか。

朝日新聞のアンケートでは教員の多忙理由のい

ちばんが行事などでの活動の増加が挙げられ

ています。

文科省で集約した資料によると、不登校の原因

は個人と家庭による原因から起こっている。そ

うでしょうか？

もう一つの原因になる可能性として日本財団が

まとめた資料に戻ります。
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資料では友達、先生とうまくいかない、という

対人関係のもつれ要素も見受けられます。

そこで私が通級でまとめたデータでは情緒に支

援が必要な子供はグループ学習が苦手になっ

てきています。原因の中には「グループの学習

や活動で友達とうまく学習活動できない。」とい

うものもありそうです。

これのデータは過去に通級で学習した生徒が教

室に入れなかった原因を聞き取ったものです。

「教室に入ろうとすると不調になる」という理由

の他にも、友達とのトラブルが見られます。

ではそのトラブルはいつ起こっているか。

それは休み時間や放課後が多いようです。

でも本当にうまくいっていない時間はそこでし

ょうか。実は「友達が嫌だ」という時間帯は、学

習中や放課後の部活中が多いようです。

確かに休み時間や放課後にはトラブルの引き金

になる出来事が起こるようです。

ではその時間にトラブルを防げば、人間関係

で、もつれないか、といえばその確証はありま

せん。友達への嫌悪感を学習中のグループ活動

などで発生させているかもしれません。

支援が必要な子供達のストレスになる可能性の

もの。

見通しのつかない日程と、友達との関係、これ

をさらに考えてみたいと思います。
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